
令和４年度北海道支部賞受賞者について 

受賞者：高橋 庸哉（元・北海道教育大学教育学部） 

業績：「雲微物理過程に関する基礎研究と初中等気象教育での実践研究の展開」 

選定理由： 

高橋会員は、雲微物理過程の実験的研究において雪結晶の成長過程や多様性を解明するとと

もに、雪・雲をはじめ気象に関わる初等・中等教育教材の開発を精力的に行った。 

高橋会員は雲微物理現象を精緻にかつ徹底的に調べつくすことで多くの成果を得てきた。ユタ

州立大学滞在中に故福田矩彦教授とともに行った鉛直過冷却雲風洞での雪結晶浮遊成長実験

では、大気中での雪結晶の自由落下成長過程を風洞内に世界で初めて再現し、従来不分明のま

ま残されてきた天然雲内における雪結晶の気相成長過程や落下過程、通風効果を明らかにした。

また、雪結晶レプリカに適したプラスチック・溶剤の研究や霰エンブリオの観測（７割の霰からはエ

ンブリオが見つからず、霰が成長過程で分裂しがちであることを示唆している）、天然雪結晶が結

晶構造に取り込まれ難いと従来されていた塩化水素・硝酸ガスを取込み、酸性化していることを示

した研究など、成果はいまも色あせることはない。論文は高い評価を受け、雲と降水の科学に関す

る代表的な教科書に図表入りで紹介されている。その後、北海道教育大学在職中は下記に記述

する初中等段階での気象教育の実践研究を展開していく。しかし、その中にあっても研究室に風

洞を備え、それを用いて気温 0.1 度単位の精密さで、羊歯状、樹枝状、星状など板状雪結晶の多

様性が雲の中の気温と雲水量に依っていることを解明した。これは 10 年の歳月を要した労作であ

った。以上の成果は、純粋な雲微物理学の成果であると同時に、気象モデリングの現代的な課題

につながるものと言える。 

高橋会員は札幌市青少年科学館や北海道教育大学における業務の中で、さまざまな初等・中

等教育教材を開発した。小中学校教諭と共同で、気象衛星ひまわり画像をインターネットで学校教

育現場に提供するシステムとソフトウェアを開発した。また、高等学校教員と進めた「リテラシーとして

の気象教育プロジェクト」では、身近な気象情報の原理・読み方の基礎や実社会との関わりなどの

理解を図る中高生向け体験学習活動プログラムの開発を行った。さらに、授業で使えることに力点

を置いた教員研修プログラムを開発し、実践した。ワークショップ参加者や同僚は取り上げた内容

を授業や教員研修で実際に活用し、児童・生徒の理解を改善できた。北海道教育大学附属札幌

小学校と共同で道内教育現場の先生や学芸員と立ち上げた「北海道雪プロジェクト」では、Webペー

ジ「北海道雪たんけん館」を開設し、「雪の学習研究会」等を通じた普及を継続した。その結果の一つ

として、札幌市の学校教育の重点で「北国札幌らしさを学ぶ【雪】」を共通に取り組むテーマの一つに

位置づけられるまでになった。 

高橋会員はこのように札幌市青少年科学館や北海道教育大学における勤務経験を活かし、自

身の専門分野である雲物理学の実験的研究を行いながら、初等・中等教育における気象教育教
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材の開発等、気象学の普及啓発においてきわめて大きな貢献があった。このような貢献に対し、

1992 年「雪や氷の理解を図る教育実践」で東レ理科教育賞佳作、2006 年「教師が作る・授業で役

立つ・身近な『雪』を活かす情報発信」で文科省主催インターネット活用教育実践コンクール朝日

新聞社賞、2007 年「気象・気候の学習に気象衛星画像を活用するソフトウェア開発とその適用」で

日本科学教育学会科学教育実践賞、2009 年「科学リテラシー育成を図る大気科学分野における

普及啓蒙」で科学技術分野の文部科学大臣表彰“科学技術賞”（理解増進部門）など、多数の受

賞がある。 

高橋会員の下記の多くの著述は平素簡明を旨としており、研究・教育いずれの方面に対しても

読者に関心を持たせる文才をうかがわせる。研究および普及啓発のいずれに対しても、この才能

が如何なく発揮されていることは特筆できる。 

以上の理由から、高橋会員に日本気象学会北海道支部賞を贈呈する。 
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